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ひょうご

子ども未来通信４月号
http://web.pref.hyogo.lg.jp/hw08/hw08_000000008.html

地域の子育て支援活動等に優れた取組のあった13
団体・1 個人への同賞の表彰式と男女の出会い・結
婚を支援する同大使の委嘱式を併せて開催。
井戸知事からは、「少子対策は子どもを持ちやすい
環境を整備することと未婚の男女に結婚していただ
くことが必要で、応援賞受賞者とこうのとり大使の
皆さんの活躍に期待しています」と挨拶しました。

その後、漫画家のひうらさとるさんが「干物女の
気楽な結婚、気楽な子育て」と題して記念講演を行
いました。ご主人とのお互いの長所を活かした結婚
生活や子育て、豊岡での自然に囲まれた生活などに
ついてお話され、会場は和やかな雰囲気に包まれま
した。

(社)兵庫県医師会 村井 常裕

(社)兵庫県歯科医師会 遊遊クラフト

(社)兵庫県薬剤師会 姫路市社会福祉協議会安室支部

神戸市東灘区主任児童委員連絡会 山野里なんでも体験隊

NPO法人さんぴぃす 国府子どもの安全を守る会

地域ボランティアグループ

ぷらっとボラ
丹波市上久下愛育班

ツインメリー どんぐりんクラブ

受賞団体・個人名

県の少子対策・子育て支援の推進母体で、関係団体

代表者等が集う「新ひょうご子ども未来プラン推進協

議会」（会長：森茂起甲南大学教授）が３月19日、県

公館で開催されました。

冒頭、金澤副知事から「少子対策・子育て支援を着

実に実行していく」との挨拶があり、その後、県から

25 年度の行動計画「新ひょうご子ども未来プランプ

ログラム2013」について説明しました。

各委員から、「行政はあらゆる少子施策に取り組んで

いくべき」、「子育てを楽しいと感じられるような情報

発信を」、「子どもにとって何が必要かを考えることが

大事」、「兵庫の子どもがどんな風に育って欲しいか議

論を」など活発な意見交換が行われました。

子育て応援賞受賞者

こうのとり大使委嘱式 ひうらさとるさん

(問)県少子対策課 078-362-4186

(問)県少子対策課 078-362-4186

http://web.pref.hyogo.lg.jp/hw08/hw08_000000008.html


協定締結式に続いて、神戸常盤大学短期大学

部准教授の小崎恭弘氏が講演し、「父親の育児

は、子ども・母親・父親自身・企業・社会とい

った５人を幸せにすることができる」「男性自

らが生活の主体となり、家庭や地域に活動の幅

を広げることで、より豊かな生活を送ることが

できる」など、男性のワーク・ライフ・バラン

スの必要性とその課題や対応方法について、ご

自身の家族のことや体験など交えながら、わか

りやすく解説していただきました。

そのほか、父親(男性)向け事業の事例発表で

は、父と子が体験を共有できるプログラムの実

例として、トランプを使ったマジックなどが紹

介されました。
子育てと仕事の両立ができる職場環境の整

備など、子どもを安心して生み育てられる社会

づくりに取り組む企業 51 社と県との子育て

応援協定締結式が、３月18日(月)県立男女共

同参画センターで開催されました。締結式は

「男女共同参画社会づくり協定」(54 社)と合

同で開催し、約50名が見守るなか和やかに行

われました。

このたび子育て応援協定を締結した企業は、

すべての企業が子育てと仕事が両立できる職

場環境の整備に取り組んでおり、子育てに関わ

る従業員はもちろん、未来を担う子どもたちに

とっても心強いものとなりました。締結企業か

らも「できることから取り組みたい」との声が

あり、今後も継続的な子育て支援への取り組み

が期待できました。
(問)県少子対策課 078-362-4184
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21 日、県立のじぎく会館で、県こども家庭

ー・県警察による合同実践研修が行われ、県

家庭センター職員、県警察ら約 50 人が参加

た。

福祉科学大学遠藤准教授から「危機にある子

支援、介入」－虐待死から子どもを守る連携

－をテーマに講演があり、その後、児童虐待

に基づく出頭要求や、立入調査等に応じない

裁判所の許可を得て強制的に行うことができ

検・捜索」の実践研修を行いました。

研修では、身体的虐待やネグレクト(育児放棄)

がある家庭を想定し、研修に参加した職員ら

スワーカー、記録役などの役割を分担。遠藤

や県警察少年育成課からのアドバイスを受け

、真剣な表情で取り組んでいました。

(問)県児童課 078-362-3203



参加者募集

こどもの館では、いろいろなものをつくり
ながら創造力を育むフランス生まれの積み
木「カプラ」を使ったワークショップを開催
します。
軽くて大人の手のひらサイズの木片です
が、建物、乗り物など何でもつくることがで
きる魔法の板です。
小さな子から大人まで一緒に楽しめます
ので、ぜひ１万ピースの「カプラ」を体験し
てください。
◆日時：４月７日(日)13:30～15:30
◆場所：県立こどもの館 多目的ホール
◆事前申し込み：不要。

当日先着30組まで。
◆問い合わせ先
県立こどもの館 078-267-1153

こどもの館は、こどものこころ豊かな成長
を願って、５月５日のこどもの日にこどもフ
ェスティバルを終日開催します。オープニン
グセレモニーに始まり、多世代ふれあい交流
サロン，紙や木の工作、劇あそびなど盛りだ
くさんの楽しいイベントを予定しています。
◆日時：５月５日（日・祝）10:00～16:30

◆場所：県立こどもの館全館

（姫路市太市中９１５－４９）

◆参加費：無料

◆問い合わせ先
県立こどもの館 078-267-1153

(問)県立こどもの館 078-267-1153
３

平成14年4月にHAT神戸に県立美術館が開

館したのを記念して、4月27日(土)・28日(日)

に館内で「美術館の日」イベントを開催します。

両日に、親子で楽しめる多彩なイベントを開催し

ます。ぜひ、お越しください！

（主なファミリー向けイベント）

○キーワードパズル（27日、28日）

館内に隠された文字を探し、プレゼントを手に

入れよう。

○美術館七不思議ツアー（27日、28日）

美術館の「七不思議」を見てまわります。

○わくわくドキドキえほんの時間（27日、28日）

ボランティアによるアーティストが作った絵本

の読み聞かせ会です。

この他にもコンサートや展覧会ガイドツア

ーなど楽しいイベントが盛りだくさんです！

◆日時：4月27日(土) 10:00～20:00

4月 28日(日) 10:00～18:00

◆開催場所：県立美術館

◆参加費：無料（一部有料）

◆問い合せ先

県立美術館 078-262-0901

HP：www.artm.pref.hyogo.jp
３月17日(日)こどもの館多目的ホールで人

形劇フェスティバルを開催しました。大阪府の

グループも含め県下各地から８グループ総勢

44人のアマチュア劇団が参加し、こどもの館

を訪れた多くの親子が参加して盛大に開催さ

れました。

また、フェスティバルでは大阪、京都から専

門的な審査員を招き優れた劇団にはこどもの

館賞ほか３つの賞が授与され、最後に審査員か

ら全劇団に対し講評があり、各劇団は熱心に聞

き入っていました。



ひょうご出会いサポートセンターでは、お見

合いの機会を提供しています。「はばタン会員」

に登録いただくと、お相手のプロフィールを閲

覧し、お見合いを申し込むことができます。約

２年間で124組の成婚カップルが誕生してい

ます。会員登録して、ぜひ理想の相手を探して

みませんか！

◆対象者：

県内在住・在勤・

在学で結婚を希望

する独身の方

◆登録会費：3000円

ひょうご子育て応援メールも
好評配信中です！

子育てに役立つ身近な情報を月3～4
回配信しています。
regist@magazine.hyogo-kosoda
te.jp(QR コードからも
読取可)に空メールを送
付し登録してください。

子育て情報やイベント情報をツ
イッターで随時発信していま
す。

http://twitter.com/HyogoKo
sodate 

※編集部からのお知らせ
｢ひょうご子ども未来通信｣は､市町､企業､
商工会議所･商工会､青年会議所､地域団体･
NPO、県関係機関などや希望者に電子メール
により配信しています。新たに配信を希望さ
れる方は､下記アドレスに｢未来通信･配信希
望｣と送信ください。未来通信に掲載する記事
も随時、募集しております。ご希望の方は下
記までご連絡下さい。

兵庫県少子対策本部(健康福祉部こども局少
子対策課) shoshitaisaku@pref.hyogo.lg.jp
４

(問)出会いサポートセンター 078-891-7415
子どもたちに読書の楽しさを体験する機

会を提供し、また保護者にも読書の大切さを

伝えるために、ビデオ上映や、ボランティア

によるおはなしと読み聞かせ、アニマシオン

などのイベントを開催します。

◆日時：4月27日（土）

13:30～15:30(13:00開場)

◆場所：県立図書館1階第2研修室

◆対象：幼児、小学生とその保護者及び子

ども読書に関心のある人

◆定員：80名（事前申込不要）

◆問い合わせ先

県立図書館 078-918-3366
ＮＰＯと行政の子育て支援会議(25年度より「ひょうご子育てコミュニティ」に名称変更)では、

社会全体で子育て支援を進めていく気運を高めるため、２月24日(土)、神戸市内で「子育て支援

メッセ」を開催しました。会場はベビーカーでの入場も可能で延べ500人を越える親子が参加し

ました。参加者らは、ＮＰＯや企業、

大学などの出展ブースで、様々な子育て

支援情報を入手するとともに、体験コー

ナーでは、ブロック遊びや人形劇、親子

で楽しむ工作やヨガ教室などを楽しみま

した。また、ゆるキャラとのふれあいや

小児科医・助産師等による子育て相談コ

ーナーも大変好評で、たくさんの笑顔と

歓声があふれる一日となりました。

子育てメッセ 大成功!!(問)県少子対策課 078-362-4184


